
<勤務表出力仕様書>

　会社における、勤怠管理業務のシステム化を目的にし、勤務表出力アプリを開発するものとして、
その仕様について記述する。

<基本仕様>

• 1 ヶ月単位の社員の勤務表を出力できるものとする。

• タイムカードの打刻データ(サンプル)を読み込むことで、勤務表を出力するものとする。

• GUI フォームで、出力する月度を指定できるものとする。
• 就業開始・終了時刻、休憩の開始・終了時刻を変更できる汎用的な構造とする。また、時間の

繰上・下げ分数を指定できるものとする。
Ex. 15 分単位 出勤 8:43 → 8:45 、退勤 17:48 → 17:45

• 出･退勤時刻から、遅刻･早退を判定し、出力帳票で確認できるものとする。但し、パートさん
などの、時給制の社員に対しては、遅刻･早退は、今回は未対応とする。

• 残業時間の算出については、今回、対応しない  。

<帳票レイアウト>

　用紙サイズは A4 版である。



<画面仕様>

　月度を指定する GUI フォームは以下のようなものとする。

以上


